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E1 r遷移，及びfp 殻核のM1 ， M2 , E3 r遷移の有効結合常数について調べた。実験的には， E1遷移の
有効結合常数については， 88Sr( p , r) 89y反応により励起された2d，%. 2d %，アイソパリック・アナログ
(IA)状態から低励起状態への Y遷移を調べることにより得られた。 IA状態からの中高エネルギ-r 線
は， Ge( Li)半導体検出器により測定された。 2d ，%→2P%'， 2d ,%• 1 f ,%, 2d %,• lf'%, 2d %,• 2P %, 
遷移に対する y 線放出エネルギー幅はそれぞれ1. 9 ::1: 0.geV，1. 2 士 0.6eV，1. 4 士1. 0eV， ~0.6eV とし
て測定された。一方， 67Geの低励起状態聞の Y遷移を natZ r( a , n) 67Ge反応、から放出される y 線及び内
部変換電子を測定することにより調べた。 67Ge における 734keV r遷移は19，%単一準粒子状態から
lL%単一準粒子状態へのM2遷移で、あることがわかり，この遷移の平均寿命は102士 10ns と測定された。
このことから M2遷移の行列要素は4.9 土 0.2( 州・ fm) となる O これらの結果を含めて，中重核(A:::90) 




















にした。 i )f p殻の原子核の磁気回極子遷移の有効結合常数は中重核や重い核の場合と同じ値のどff/g
:::::0.25であり原子核の広い質量数領域で一様な磁気分極現象がある。 ii ) A=90近傍の核で中性子放出
が十分可能な高い励起エネルギーのアイソスピン類似状態からの電気双極子遷移は中重核での場合と
同様にどff / g::: 0.3の値をもっ，このことはスピンフリップの場合でも同様で、ある。 iii) A:::::90核で中性
子放出が不可能または不可能に近いアイソスピン類似状態の場合，一見電気双極子遷移が大きく見え
特にスピンフリップ遷移が異常な大きさをもっ様に見えるが，実は複合核反応過程でそれらの遷移が
大きくなっている。これらの研究は今まで知られてなかった面を明かにし 原子核の電磁的性質の重
要な進歩をもたらした。また実験技術については低エネルギー領域での精度よい電子線とガンマ線の
測定を行い，また，中高エネルギ-r 線の測定にあたっては中心部のゲルマニウム検出器と周辺の四
分割NaI結晶から成立つている対スペクトロメーターを完成して精度よい測定を可能にした。以上の
結果からこの論文は 理学博士の学位論文として十分価値があるものと認める。
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